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千葉支部だより

千葉県建築士事務所協会千葉支部成田支部合同見学会

静岡県富士山世界遺産センター見学、浅間大社参拝平成 30年７月28日
実参加者 36名（その他前日キャンセル２名）

　台風 12号が接近する中、台風が本来の南西から北東に進むコースではなく　東から西に向う異例のコース
を取っていることで、午前中はバスで西に向って台風から逃げていき、お昼時の西宮は　天気予報から快晴で
あり見学には問題ないと判断しました。
　帰りは台風と横浜から東京あたりで出くわすが　千葉の到着時は　台風一過であると目論み　バス見学会を
敢行しました。
〇静岡県富士宮市世界遺産センター

所在地：静岡県富士宮市宮町５番 12号
設計者：株式会社坂茂建築設計
主要用途：博物館
敷地面積：約 6,100㎡
建築面積：約 2,100㎡
延床面積：約 3,400㎡
最高高さ：18.515 ｍ
階　　数：地上５階
構　　造：鉄骨造

施工方法：建物のシンボルとも言える逆さ冨士を形どった木格子の加工には　、㈱シェルターが開発し・導入した最新鋭の三次
元設計・加工技術が使用されて日本初の、木を「削りだす」加工によって曲線・ひねりのある部材を製作。それらを組み上げ、
底部は正円、上部は楕円形の、緩やかなカーブを描く逆円錐状のデザインを実現している。
材料：静岡県産の「FUJIHINOKIMADE（フジヒノキメイド）を100％使用して　短いものは10cm、長いものは３ｍほどの部材
を約２ヶ月で組み上げています。国際認証「SGEC/PEFC-CoCプロジェクト認証」を国内で初めて取得しています。坂茂建築
設計が手がけた。世界遺産・富士山を守り継ぐための施設であり、2013 年６月に富士山が世界遺産に登録されたことで、富
士山を「守る」「伝える」「交わる」「究める」ための施設として2017 年 12月23日にオープンした。

〇富士山本宮浅間大社　世界文化遺産
　浅間大社は、富士山の噴火を鎮めた御神徳により崇敬を集め、富士山信仰の
広まりと共に全国に祀られた1300余の浅間神社の総本宮と称されるようになった。
　御祭神：木花之佐久夜毘売命（このはなさくやひめのみこと）［別称：浅間大神
（あさまのおおかみ）］
　相殿神は、瓊瓊杵尊（ににぎのみこと）大山紙神（おおやまづみのかみ）

　「日本（ひのもと）の大和の国の鎮めともいます神かも宝ともなれる山かも駿河
なる冨士の高嶺は見れど飽きぬかも」と万葉の歌人高橋蟲麻呂が詠んだ清らかで
気高く美しい富士山。この霊山を御神体として鎮まりますのは、浅間大神・木花
之佐久夜毘売命にまします。

〇お宮横丁
　富士山本宮浅間大社の門前に位置し、「富士宮やきそば」や［静岡おでん］など、有名な
B級グルメがたくさんあります。富士宮のグルメを一箇所で満喫できる横丁です。

千葉支部長　須田　正美


